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平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

『

論

集
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』

（

昭

5

6

桜

楓

社

）

一
・
三
編
の
拙
稿
等
に
次
い
で
、
八
語
り
物
と
い
う
観
点
か
ら
一
方
流
平
家
物
語
諸
本
の
詞
章
差
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
＞
研
究
の
一
環

で
あ
る
。
た
だ
敬
語
表
現
と
い
う
問
題
の
性
格
上
、
平
曲
音
楽
と
の
直
接
的
な
か
か
わ
り
合
い
な
ど
よ
り
も
、
も
っ
と
重
視
す
べ
き
要
因

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
だ
が
、
し
か
し
ま
た
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
で
の
語
り
物
的
特
性
が
窺
え
る
事
も
確
か
で
あ
る
。

例
え
ば
そ
こ
に
は
、
下
記
第
五
章
の
如
く
八
身
分
本
位
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
へ
＞
と
い
う
領
向
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の

作
品
に
で
も
常
に
認
め
ら
れ
る
現
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
敬
語
史
の
一
般
的
方
向
と
は
言
え
な
い
。
や
は
り
八
語
り
手
が
、

（
聞
手
と
の
関
係
も
含
め
て
）
各
登
場
人
物
の
待
遇
表
現
を
特
に
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
＞
と
い
う
語
り
物
的
特
性
の
反
映
と
見
ら
れ

る
。
現
に
覚
一
本
以
下
一
方
流
諸
本
に
お
け
る
敬
語
の
異
同
率
は
地
文
の
例
が
著
し
く
、
会
話
文
の
例
の
三
倍
に
も
及
ぶ

葉
子
本
に
お
け
る
尊
敬
語
の
異
同
率
は
、
地
文
の
例
が
会
話
文
の
そ
れ
の
六
倍
を
数
え
る
）
が
、
こ
の
事
も
右
記
の
考
え
方
を
支
持
す
る
。

り
物
に
お
け
る
地
文
の
敬
語
異
同
は
、
読
む
だ
け
の
文
献
の
場
合
と
異
り
、
語
り
手
が
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
待
遇
度
を
気
に
せ
ね

も
と
も
と
本
稿
は
、

は

じ

め

『
文
学
研
究
』
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集
・
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本
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(C) 
、。し

曲
節
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
詞
章
異
同
一
般
と
ほ
ぼ
同
様
、
白
声
・
ロ
説
な
ど
音
楽
性
の
薄
い
曲
節
に
敬
語
異
同
が
著
し
く
、

歌
の
類
や
三
重
・
中
音
•
初
重
・
折
声
な
ど
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
に
そ
れ
が
少
い
。
下
ケ
類
な
ど
比
較
的
新
し
い
頃
に
旋
律
の
固
定
し

た
曲
節
で
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
関
係
に
よ
る
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
一
般
に
語
形
の
慣
用
句
化
煩
向
が
め
だ
つ
様
で
あ
る
。

覚
一
本
・
葉
子
本
・
時
房
本
・
流
布
本
・
平
家
正
節
の
五
本
を
比
較
対
照
さ
せ
た
場
合
、

〔
覚
葉
／
時
流
正
〕
の
対
立
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
右
記
五
本
を
成
立
順
に
並
べ
て
比
較
し
た
場
合
は
、

一
般
的
に
は
敬
語
の
増
加
煩
向
が
著
し
く
、
特
に
時
房
本
以
前
で
は
増
加
例
が
減
少
例
の
三
倍
位
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
時
房
本

以
降
で
は
、
増
加
例
が
減
少
例
よ
り
や
や
多
い
程
度
で
あ
る
。

諾
形
別
の
異
同
は
複
雑
だ
が
、

(B) (A) 

二、

ば
な
ら
な
か
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
対
話
連
続
の
多
い
戯
曲
的
な
覚
一
本
に
対
し
、
葉
子
本
以
下
詰
本
で
は
卜
書
き
を

挿
ん
だ
語
り
的
文
体
へ
の
推
移
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
も
や
は
り
会
話
よ
り
地
文
の
敬
語
増
加
が
著
し
い
事
と
関
係
し
そ
う
で
あ
る
。

〔
2
〕
一
方
流
諸
本
の
敬
語
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
岡
村
和
江
氏
「
平
家
物
語
流
布
本
の
敬
語
表
現
」
（
『
実
践
女
子
大
紀
要
』

5
)

．

「
平
家
物
語
の
敬
語
法
」
（
『
講
座
解
釈
と
文
法
⑮
』
）
、
西
田
直
敏
氏
「
平
家
物
語
に
お
け
る
敬
諾
法
」
（
『
国
文
学
』
1
1
の
8
)
、
篠
田
融

氏
「
平
家
物
語
に
お
け
る
敬
語
」
（
『
国
文
学
』
5
の
20)
等
々
、
か
な
り
の
論
考
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
稿
の
如
き
観
点
か
ら
す
る
詳

し
い
研
究
は
未
だ
し
の
感
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
平
曲
諮
本
類
を
含
む
一
方
流
諸
本
の
敬
語
表
現
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

先
ず
一
方
流
諸
本
に
お
け
る
敬
語
表
現
の
異
同
を
概
括
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
覚
／
葉
時
流
正
〕
の
対
立
及
び

一
般
的
に
は
「
ル
・
ラ
ル
」
、
次
い
で
「
給
フ
」
の
異
同
が
多
く
、
高
い
敬
語
の
異
同
は
少
い
。
特
に

一
方
流
諸
本
の
敬
語
異
同

〔
葉
／
時
〕
の
差
が
最
も
著
し

2
 



R
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
十
五
章
段
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔

2
〕

〔

1
〕

平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

敬
語
の
増
加
率
は
人
物
に
よ
っ
て
異
な
る
。
中
に
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
の
め
だ
っ
人
も
あ
り
、
ま
た
場
面
に
よ
り
増
減
差
の
著
し

い
人
物
も
あ
る
。
一
般
的
に
増
加
率
は
身
分
の
低
い
人
に
多
く
、
同
じ
武
士
で
も
平
氏
の
増
加
は
源
氏
の
そ
れ
程
著
し
く
な
い
様
だ
が
、

忠
盛
の
如
き
例
外
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
或
意
味
で
八
身
分
本
位
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
の
敬
語
へ
＞
と
い
う
様
な
動
き
が
認
め
ら
れ
よ

う
。
即
ち
、
各
本
を
編
纂
監
修
し
た
検
校
や
そ
の
背
後
の
聞
手
達
に
関
す
る
人
物
批
判
・
行
動
批
判
の
態
度
が
う
か
が
え
そ
う
な
の
で
あ

三
、
音
楽
性
と
の
関
係

先
ず
右
記
囚
の
問
題
ー
前
に
「
待
遇
表
現
の
異
同
は
音
楽
性
と
の
か
か
わ
り
合
い
よ
り
も
、
そ
の
他
の
諸
要
因
が
重
要
」

と
述
べ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
相
対
的
な
論
で
あ
る
。
右
記
因
の
如
き
事
実
い
ず
れ
も
、
詞
章
異
同
一
般
の
場
合
（
『
文
学

研
究
』

76
集
拙
稿
）
と
大
同
小
異
だ
と
い
う
様
な
意
味
も
あ
り
、
敢
え
て
消
極
的
な
言
い
方
を
し
た
わ
け
だ
が
、
と
も
あ
れ
敬
語
異
同
に
関

し
、
曲
節
の
種
類
と
の
間
に
は
っ
き
り
し
た
法
則
性
が
認
め
ら
れ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。

る。 (D) 

さ
し
当
り
下
記
十
五
章
段
(
R
を
参
照
）
に
お
け
る
敬
語
異
同
率
（
異
同
数
を
本
文
詞
章
の
行
数
で
除
し
た
。
ハ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
）

曲
節
別
に
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

尉
“
ぃ
ケ
類
豆
臼
臼
さ
し
と
え

2

指

声

2ー

以
下
、
こ
れ
ら
の
一
々
に
つ
き
考
察
を
試
み
よ
う
。

時
房
本
あ
た
り
以
降
で
は
そ
れ
が
稀
で
あ
る
。

「
殿
上
闇
討
．
鑢
．
禿
．
我
身
栄
花
・
妓
王
・
ニ
代
后
•
清
水
炎
上
・
殿
下
乗
合
・
鹿
谷

7
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神
は
非
礼
を
う
け
給
は
ず
（
覚
葉
時
正
）
↓

x
（流）

〔
鹿
谷
・
上

12210.717du

幻
〕
参
考
の
為
、
前
稿
で
示
し
た
本
文
詞
章
一
般
の
異
同
率
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

白
声
101『

文
学
研
究
』

76
集
の
前
稿
で
表
示
を
省
い
た
指
声
・
拾
・
強
声
な
ど
は
別
と
し
て
、
折
声
や
下
ケ
類
・
白
声
な
ど
彼
我
の
異

同
率
に
多
少
の
差
は
認
め
ら
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
白
声
・
ロ
説
や
下
ケ
類
に
異
同
が
多
く
、
歌
類
や
三
重
・
中
音
•
初
重
類
、
折

声
な
ど
に
、
屎
同
が
少
い
点
は
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。

〔
琶
な
お
折
声
の
敬
語
異
同
率

0
ぱ
、
十
五
意
段
に
限
っ
た
為
の
現
象
か
と
思
わ
れ
る
が
、
範
囲
を
広
げ
て
み
て
も
異
同
冽
枢
非
常
に

少
い
事
は
確
か
な
様
で
あ
る
。

〔
訟
〕
調
査
範
囲
の
問
題
に
関
連
し
て
更
に
言
え
ば
、
右
記
十
五
章
段
に
限
っ
て
は
三
重
も
異
同
率

0
と
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
敬
語
異
同
と
し
て
と
り
上
げ
た
左
記
「
鹿
谷
」
の
例
も
、
或
い
は
流
缶
本
の
誤
記
か
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば

こ
の
語
句
は
他
に
二
例
（
教
訓
状
・
腰
越
）
認
め
ら
れ
る
が
、
諸
本
い
ず
れ
も
「
給
は
ず
」

他
で
も
一
般
に
神
に
関
す
る
敬
語
を
省
い
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。
特
に
敬
語
増
加
傾
向
の
著
し
い
流
布
本
に
お
い
て
神
の
敬
語
を
削
る
と

い
う
様
な
事
は
、
ち
よ
っ
と
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

〔

3
〕

口
説
99

下
ケ
類
90

折
声
45

初
重
類
28

・
小
教
訓
・
源
氏
揃
・
伊
豆
院
宣
・
北
国
下
向
・
木
曽
願
書
・
河
原
合
戦
」

言
う
ま
で
も
な
く
覚
一
本
巻
一
の
各
章
段
を
中
心
と
す
る
が
、
そ
の
他
の
巻
か
ら
も
適
宜
六
章
段
を
ぬ
き
出
し
た
。
巻
一
が
平
氏
中
心
の
記
述
で
あ
る

ひ

ら

も

の

よ

み

も

の

え

ん

じ

よ

う

故
、
他
の
巻
は
な
る
べ
く
源
氏
の
記
述
を
中
心
と
す
る
様
に
し
た
。
ま
た
平
家
正
節
に
お
け
る
平
物
の
他
、
読
物
（
木
曽
願
書
・
伊
豆
院
宣
）
・
炎
上

も

の

そ

ろ

、

も

の

物
（
清
水
炎
上
）
．
揃
物
（
源
氏
揃
）
の
類
か
ら
も
と
り
上
げ
る
様
に
し
た
。

※
そ
の
他
、
曲
節
の
分
類
や
異
同
例
の
数
え
方
な
ど
、
す
べ
て
『
文
学
研
究
』

76
集
の
場
合
に
準
ず
る
。
た
だ
し
と
り
上
げ
た
章
段
は
必
ず
し
も
同
一

で
な
い
。

中
音
類

22

二
重
類

27

「
給
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
し
、
そ
の

歌
類
。
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〕

〔

4
〕

平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

R
本
稿
に
お
け
る
詞
章
異
同
の
示
し
方
等
は
、
す
べ
て
『
文
学
研
究
』
7
6
集
の
拙
稿
に
準
ず
る
。

※
さ
し
当
り
右
記
の
例
は
、
覚
（
覚
一
本
）
・
葉
（
葉
子
本
）
・
時
（
時
房
本
）
・
正
（
平
家
正
節
）
の
諸
本
で
「
神
は
非
礼
を
う
け
給
は
ず
」
と
あ

る
部
分
が
、
流
（
流
布
本
）
で
は
「
神
を
非
礼
を
う
け
ず
」
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

※
こ
れ
に
対
し
、
下
記
（
〔
紅
項
〕
）
「
お
尋
ね
あ
り
（
覚
）

I
仰
せ
け
れ
ば
（
葉
時
流
正
）
」
と
あ
る
の
は
、
次
の
事
を
示
す
。
ー
ー
覚
一
本
で

「
お
尋
ね
あ
り
」
と
あ
る
部
分
が
、
葉
時
流
正
の
諸
本
で
は
「
仰
せ
け
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
。

※
即
ち
‘
↓
印
は
波
線
部
分
の
み
の
異
同
を
示
し
、
ー
印
は
そ
の
詞
章
全
体
の
異
同
を
示
す
。

ま
た
X
印
は
詞
章
が
欠
け
て
い
る
（
他
の
本
に
存
す
る
詞
章
が
）
事
を
示
す
。

※
用
例
は
原
則
と
し
て
平
家
正
節
尾
崎
家
本
（
大
学
堂
書
店
影
印
本
）
の
頁
数
及
び
覚
一
本
（
岩
波
大
系
本
）
の
頁
数
を
示
す
。

の
が
そ
の
前
者
、
〔
上
12210
〕
等
と
あ
る
の
が
そ
の
後
者
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
右
記
の
如
き
敬
語
異
同
率
は
、
調
査
範
囲
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
と
つ
き
ま
と
う
わ
け
だ
が
、
し
か
し
大
体
の
方
向
は

動
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
右
記
（
〔
旦
項
〕
）
折
声
の
異
同
率
が
非
常
に
少
い
事
は
、
拾
の
異
同
例
が
少
く
、
下
ケ
類

の
異
同
率
が
臼
声
の
そ
れ
よ
り
多
い
事
な
ど
と
共
に
、
敬
語
異
同
の
特
徴
（
詞
章
異
同
一
般
の
場
合
と
異
る
）
か
と
も
思
わ
れ
る
。

〕
ー4
 

〔

文
で
あ
る
事
な
ど
が
考
え
合
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
辺
詳
し
く
は
今
後
に
ま
ち
た
い
。

こ
の
場
合
、
拾
に
つ
い
て
は
、
異
同
率
と
い
う
よ
り
敬
語
例
自
体
が
多
く
な
い
事
、
折
声
に
つ
い
て
は
そ
の
例
が
大
て
い
会
話

さ
し
当
り
右
記
下
ケ
類
と
白
声
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
八
同
じ
く
詞
章
異
同
の
多
い
曲
節
で
も
白
声
や
口
説
の
類
と
下
ケ

類
と
で
は
事
情
を
異
に
す
る
＞
事
な
ど
、
『
文
学
研
究
』

76
集
前
稿
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
白
声
や
口
説
の
場
合
は
、
音
楽
性
が
薄
い
為
、

音
楽
性
に
支
え
ら
れ
た
伝
承
の
保
守
性
と
い
う
様
な
事
に
欠
け
る
面
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
下
ケ
類
の
場
合
は
そ
れ
と
異
な
り
、
旋

律
が
覚
一
本
の
頃
以
降
（
お
そ
ら
く
は
葉
子
本
成
立
期
の
前
後
）
に
固
定
し
た
為
、
そ
の
関
係
で
詞
章
が
揺
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
下
ケ
類
で
は
、
白
声
や
口
説
の
例
の
如
き
大
巾
な
詞
章
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
敬
語
辞
と
い
う
様
な
部
分

的
異
同
は
、
白
声
・
ロ
説
の
類
に
劣
ら
ず
（
或
い
は
そ
れ
以
上
に
）
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〔717d
〕
等
と
あ
る

5
 



⑥ ＠ 
あ
り
、ー

〔

4
〕
5
 

え
ら
れ
る
。

そ
う
言
え
ば
下
ケ
類
に
お
け
る
敬
語
異
同
は
左
記
＠
⑭
の
如
く
類
型
的
な
例
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
固
定
的
旋
律
と
の
関
係
を
思

R
お
尋
ね
あ
れ
ば
（
覚
葉
）
ー
仰
せ
け
れ
ば
（
時
流
正
）

原
御
幸
・
下
43310．皿

c
下
ケ
〕

覚
一
本
の
「
お
尋
ね
あ
り
」
十
六
例
の
中
、
七
例
が
正
節
で
「
仰
せ
け
れ
ば
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
六
例
が
何
れ
も
右
記
の
如
き

ウ

ア

>

ウ

r
x

下
ケ
類
で
あ
り
、
す
べ
て
「
お
ほ
せ
け
れ
ば
」
の
様
な
譜
記
を
と
っ
て
い
る
。
偶
然
と
は
見
な
し
難
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
残

り
の
一
例
は
指
声
で
あ
る
が
下
記
（
〔
6
項
〕
）
の
如
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
或
程
度
下
ケ
類
と
同
様
の
事
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

下
ケ
類
の
固
定
旋
律
と
言
え
ば
、
平
家
正
節
の
例
「
仰
せ
け
れ
ば
1
1
ウ
ア

VI
ウ
「

x」
（
厳
島
還
御
・
上
2
7
5
9
.
3
9
b
下
ケ
）

上
2
7
1
4
.
4
0
下

c
ケ
）
な
ど
は
、
覚
一
本
以
下
諸
本
い
ず
れ
も
同
文
で
あ
る
が
、
正
節
の
譜
記
自
体
は
前
記
諸
例
の
そ
れ
と
全
く
同
様
で

一
お
う
前
記
諸
例
の
詞
章
変
化
が
固
定
的
旋
律
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
傍
証
す
る
。

ゎ
せ-

令包

そ
の
他
、
左
記
の
例
③
⑭
な
ど
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
下
ケ
や
強
り
下
ケ
の
固
定
旋
律
に
ひ
か
れ
た
敬
語
異
同
と
い
う
事
が
考

降
調
旋
律
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。

．
ヽ
か
ゥ
令
＼
＞
ろ
・

陳
じ
申
い
げ
る
（
覚
）
•
上89
9
)↓
さ
れ
（
葉
時
流
）
ー
陳
じ
申
さ
れ
け
る
〔
殿
上
闇
討
・
正9
4
b下
ケ
〕

コ
・
・
上
上
カ
ケ
ん

4

鎮
め
ら
れ
（
覚
・
上
11310)
↓
申
さ
（
葉
時
流
）
ー
し
づ
め
申
さ
れ

n清
水
寺
炎
上
・
正
2
3
d
強
り
下
ケ
〕

ー今
ん
，

右
記
R
は
強
リ
下
ケ
の
例
だ
が
、
覚
一
本
の
詞
章
で
は
そ
の
固
定
的
旋
律
に
困
る
。
例
え
ば
「
ら
れ
」
と
す
る
と
、

セ
ン
ト
に
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
平
曲
資
料
当
時
「
ら
れ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
●
O
型
だ
っ
た
ら
し
い
が
、

『
平
家
正
節
の
研
究
』

R
お
尋
ね
あ
り
（
覚
）
ー
仰
せ
け
れ
ば
（
葉
時
流
正
）

（昭
55
桜
楓
社
）
の
拙
稿
そ
の
他
を
参
照
の
事
。

〔
鑢
・
上
8
8
9
.
2
4
c
下
ケ
〕

n青
山
・
下
1
0
8
6
.
1
2
9
d
下
ケ
〕

「
ら
れ
」
の
ア
ク

「
カ
ケ
」
の
譜
記
は
下

（
同
・

〔
月
見
上
3
3
9
1
3
.
4
6
b
下
ケ
〕

〔
大
原
入
・
下
4289
．
皿

c
長
下
ケ
〕

〔
大

6
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〔

1
〕 四、

平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

本
と
葉
子
本
時
房
本
と
の
詞
章
流
動
に
比
し
、
葉
子
本
・
時
房
本
相
互
の
流
動
は
極
め
て
少
い
」

次
に
前
記
⑱
の
問
題
ー
こ
れ
も
概
ね
詞
章
異
同
一
般
の
場
合
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
階
こ
の
場
合
、
葉
子
本
ー
時
房
本
の
差

が
覚
一
本
？
葉
子
本
の
差
よ
り
著
し
い
と
い
う
事
は
、
左
記
富
倉
徳
次
郎
氏
説
に
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
注
目
を
ひ
く
。
い
わ
く
「
覚
一

(
『
平
家
璽
g

研
究
』
誓
）

一
方
流
諸
本
の
性
格
と
敬
語
異
同

で
あ
る
事
等
も
思
い
合
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
。

合
に
準
じ
、
旋
律
固
定
化
の
時
期
が
遅
か
っ
た
為
、
覚
一
本
以
降
の
詞
章
変
化
が
著
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
記
（
五
項
〕
「
お
尋
ね
あ
り
（
覚
）
！
仰
せ
け
れ
ば
（
正
）
」
の
対
応
例
七
例
の
中
、
六
例
が
下
ケ
類
所
属
、

と
見
ら
れ
る
。
金
田
一
春
彦
氏
（
『
平
家
物
語
講
座
②
』

6=1 
本
の
閻
の
変
化
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
も
や
は
り
旋
律
の
影
響
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る
。
下
ケ
類
の
旋
律
が
室
町
期
半
ば
頃
以
降
ー
恐

ら
く
は
葉
子
本
成
立
の
頃
ー
に
固
定
し
た
ら
し
い
事
は
、
既
に
渥
美
か
を
る
氏
（
『
講
座
解
釈
と
文
法
⑥
』
）
そ
の
他
の
指
摘
さ
れ
た
所
で

近
代
的
曲
節
と
言
え
ば
、
指
声
に
つ
い
て
も
或
程
度
下
ケ
類
の
場
合
と
同
様
の
事
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
前
稿
で
は
指
声
の
詞

章
異
同
率
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
当
面
、
敬
語
に
つ
い
て
は
前
記
の
如
く
白
声
に
匹
敵
す
る
位
の
異
同
率
を
示
す
が
、
そ
の
異
同
例
は
、

大
て
い
左
記
③
⑥
の
如
く
葉
子
本
ー
時
房
本
の
間
の
変
化
と
見
ら
れ
る
。

R
仕
ふ
（
覚
）
ー
仕
へ
む
（
葉
）
ー
仕
へ
奉
れ
（
時
流
正
）
〔
殿
上
闇
討
・
上
8
5
1
.
8
9
b
指
〕

⑮
申
い
だ
り
（
覚
葉
）
↓
さ
れ
（
時
流
正
）
〔
鑢
・
上
8
8
1
0
.
2
4
c
指
〕

而
し
て
指
声
節
は
概
ね
他
曲
節
の
部
分
の
つ
な
苔
的
役
割
を
果
す
場
合
が
多
く
、
そ
の
流
麗
な
旋
律
は
や
は
り
近
代
的
な
も
の

〔

6
〕

あ
る
。 合

一
例
が
指
声
所
属

ま
た
前
記
（
〔
い
〕

i
〔
氾
）
諸
例
の
如
く
、
下
ケ
類
の
異
同
は
、
そ
の
多
く
が
覚
一
本
ー
葉
子
本
、
ま
た
は
葉
子
本
ー
時
房

『
日
本
文
学
研
究
』
3
1
)
等
参
照
の
事
。
即
ち
指
声
の
場
合
も
や
は
り
下
ケ
類
の
場

7
 



島
願
文
」
、
＠
巻
十
一

左
記
R
i
⑥
は
い
ず
れ
も
覚
一
本
の
記
事
の
中
、
他
の
一
方
流
諸
本
で
殆
ん
ど
恕
め
ら
れ
な
い
も
の
の
例
で
あ
る
。

＠
羞
一
「
大
納
言
流
罪
」
中
の
「
美
濃
知
行
葛
」
、
R
巻
四
「
還
御
」
中
の
「
邦
綱
と
内
侍
」
、
c
巻
五
「
富
土
川
」
中
の
「
新
院
厳

「
能
登
殿
最
期
」
中
の
「
越
中
次
郎
兵
衛
逃
亡
」
、
⑥
巻
十
二
「
判
官
都
落
」
中
の
「
範
頼
被
誅
」

．．．．．． 

あ
る
。

ず戸で
301喜

゜ し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
私
の
調
査
に
よ
れ
ば
詞
章
異
同
一
般
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
葉
子
本
！
時
房
本
の
差
は
覚
一
本

i
葉
子
本
の
差
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
勿
論
、
詞
章
異
同
率
と
い
う
様
な
も
の
は
、
調
査
範
囲
や
異
同
例
の
数
え
方
な
ど

に
よ
り
或
程
度
揺
れ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
前
記
「
葉
子
本
と
時
房
本
と
の
詞
章
流
動
が
極
め
て
少
い
」
と
い
う
の
は
疑
間
で
あ
る
。
何

か
富
倉
氏
に
感
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
文
詞
章
一
般
（
敬
語
表
現
と
限
ら
ぬ
）
の
異
同
に
関
す
る
詳
細
は
、

（昭

56
桜
楓
社
）
第
二
輯
の
第
六
章
等
に
譲
る
が
、
葉
子
本
の
詞
章
と
時
房
本
と
の
差
が
覚
一
本
と
の
差
よ
り
著
し
い
事
は
動
か
な
い
は

章
段
の
た
て
方
や
各
章
段
の
記
事
内
容
等
に
つ
い
て
は
左
記
の
如
く
、
葉
子
本
と
覚
一
本
の
差
が
時
房
本
と
の
差
よ
り
追
か
に

著
し
い
故
、
文
献
の
性
格
全
体
と
し
て
は
葉
子
本
と
覚
一
本
の
差
を
重
視
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
右
記
富
倉
氏
説
に
は
、
そ
の
辺
の
事

情
が
先
入
観
と
し
て
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
敬
語
表
現
等
部
分
的
な
詞
章
の
動
き
は
そ
れ
と
や
や
事
情
が
異
な
る
わ
け
で

〔

3
〕

〔

2
〕

こ
の
場
合
、
本
文
詞
章
差
一
般
に
つ
い
て
富
倉
氏
説
の
如
き
事
が
言
え
る
と
す
れ
ば
、
葉
子
本
ー
時
房
本
の
異
同
の
著
し
さ
は

敬
語
表
現
に
限
っ
た
現
象
と
い
う
事
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
左
記
①
団
の
事
実
な
ど
特
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

①

葉

子

本

1
時
房
本
の
敬
語
異
同
は
特
に
増
加
例
が
め
だ
っ
|
‘
葉
子
本
i
時
房
本
の
璽
翼
同
は
、
増
加
例
が
減
少
例
の
誓
位

ー

あ
る
が
、
覚
一
本

1
葉
子
本
の
そ
れ
は
約
誼
倍
、
時
房
本

1
流
布
本
、
流
布
本
ー
正
節
の
そ
れ
は
ほ
ぼ
・
倍
位
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

ー

団
人
物
に
よ
り
葉
子
本
i
時
房
本
の
敬
語
差
が
著
し
い
人
や
覚
一
本

1
葉
子
本
の
敬
語
差
の
著
し
い
人
等
が
あ
る
。
ー
例
え
ば
清
盛

等
は
覚
一
本
i
葉
子
本
の
敬
語
増
加
が
め
だ
ち
、
忠
盛
・
文
覚
等
は
葉
子
本

1
時
房
本
の
増
加
が
著
し
い
。

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

8
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覚
一
本
の
場
合
も
、
中
古
期
文
献
や
古
い
平
家
物
語
諸
本
等
に
比
べ
れ
ば
、
か
な
り
敬
語
の
多
用
化
領
向
が
見
ら
れ
、
六
代
御

前
の
如
き
無
位
無
官
の
者
に
ま
で
「
（
サ
）
セ
給
フ
・
オ
ハ
シ
マ
ス
・
マ
シ
マ
ス
・
オ
ボ
ス
・
御
覧
ズ
」
な
ど
の
高
い
敬
語
が
用
い
ら
れ
る

〔

2
〕

こ
れ
に
対
し
、
覚
一
本
と
葉
子
本
の
共
通
性
と
し
て
は
、
左
記
R
l
R
の
如
き
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
量
的
に
見
て
右
記
（
〔
5
〕

ー3〕3
 

項
）
覚
一
本
の
特
異
性
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

＠
巻
十
一
に
「
剣
」
の
章
段
を
お
く
事
、
⑮
巻
六
「
祇
園
女
御
」
中
の
「
邦
綱
沙
汰
」
の
記
事
、
c
巻
十
一
に
「
鏡
」
の
章
段
を
お
く

事
、
⑥
巻
七
「
北
国
下
向
」
中
の
「
大
将
軍
六
人
」
と
い
う
記
述
、
⑥
巻
十
二
「
六
代
被
斬
」
中
の
「
断
絶
平
家
の
記
事
」

．．．．．． 

右
記
の
中
c
l
⑥
の
諸
例
は
覚
一
本
・
葉
子
本
の
ほ
か
妙
観
派
の
康
豊
本
と
も
共
通
で
あ
る
が
、
こ
の
事
か
ら
直
ち
に
「
葉
子
本
を

妙
観
派
と
見
る
」
立
場
（
富
倉
氏
前
掲
書
）
に
同
意
す
る
の
は
は
ば
か
ら
れ
る
。
一
お
う
R
l
⑥
を
通
じ
て
古
い
本
と
新
し
い
本
の
対
立
と

見
な
し
て
お
く
の
が
穏
当
な
所
だ
ろ
う
。

前
記
c
及
び
⑪
の
問
題
ー
平
家
物
語
諸
本
の
待
遇
表
現
は
一
般
に
新
し
い
本
に
な
る
程
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
特
に
そ
れ

は
身
分
の
高
い
人
よ
り
低
い
人
に
め
だ
つ
様
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
身
分
本
位
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
の
敬
語
と
い
う
様
な
動
き
が
認
め
ら

以
下
こ
の
問
題
に
つ
き
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
が
、

り
、
そ
こ
で
は
八
各
本
の
編
者
た
る
検
校
や
そ
の
背
後
の
聴
衆
達
か
ら
各
人
物
に
対
す
る
待
遇
度
＞
が
、

ず
な
の
で
あ
る
。

れ
よ
う
。

〔

1
〕 五
、
身
分
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
の
敬
語
へ

一
お
う
公
平
に
う
か
が
え
る
は

こ
こ
で
は
話
を
単
純
に
す
る
為
、
用
例
を
地
文
に
限
る
。
会
話
文
と
異
な

，
 



（口）
が
、
そ
れ
で
も
新
し
い
一
方
流
諸
本
に
比
す
れ
ば
用
法
の
け
じ
め
が
あ
り
、
身
分
官
職
に
関
す
る
敬
語
と
い
う
性
格
が
著
し
い
。

幻
〕
例
え
は
頼
朝
の
場
合
も
覚
一
本
て
は
、
源
二
位
頼
朝
卿
（
鎌
倉
殿
）
に
な
る
と
「
思
ン
メ
ス
・
思
ス
・
御
覧
ス
・
遊
ハ
ス
」
等

の
高
い
敬
語
を
用
い
る
が
、
兵
衛
佐
時
代
は
そ
の
様
な
例
が
皆
餌
で
あ
る
の
み
か
「
兵
衛
佐
」
と
呼
び
捨
て
に
す
る
事
が
多
い
。
し
か
し

新
し
い
一
方
流
本
で
は
、
左
記
①
図
の
如
く
そ
の
差
が
漸
次
接
近
す
る
。

①
 

「
兵
衛
佐
」
に
対
す
る
敬
語
増
加
例

兵
衛
佐

xi
（
党
）
↓
殿
（
葉
時
流
正
）

兵
詣
佐

xi
（
覚
葉
）
↓
殿
（
時
流
）

兵
衛
佐

xl
（
覚
葉
流
正
）
↓
殿
（
時
）

2=2 

（
覚
葉
）

I
坐
せ
し
（
時
流
正
）

（
覚
）
↓
給
ひ

（
葉
時
流
）

〔
上
36311
．
瞑

b
〕

〔
三
日
平
氏
・
下

28612
〕

〔
清
水
冠
者
・
下
讐

•
9
4
6
b

〗

〔
三
日
平
氏
・
下
2
8
6
7
．
響a〗

⑥
御
覧
ず
れ
ば
（
覚
葉
）
ー
見
給
へ
ば
（
時
流
正
）
〔
河
原
合
戦
・
下
、

4
.
0
0
a
〕

ー
〔
凸
ま
た
藤
原
忠
雅
な
ど
も
、
花
山
院
太
政
大
臣
と
も
な
れ
ば
当
然
高
い
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
幼
時
は
次
の
如
く
敬
語
を
用
い

2
 

な
い
。
葉
子
本
以
下
で
そ
の
敬
語
が
補
わ
れ
た
（
正
節
で
は
復
古
的
に
敬
語
を
削
る
）
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

後
れ
麟
て

そ
の
他
、
身
分
の
低
い
神
主
や
僧
、
源
氏
の
下
級
武
土
達
も
覚
一
本
で
は
殆
ん
ど
敬
語
が
な
い
が
、
新
し
い
本
で
は
漸
次
敬
語

が
用
い
ら
れ
る
様
に
な
る
。

ー
豆
〕
そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、
文
覚
の
敬
語
増
加
な
ど
は
特
に
注
意
を
ひ
く
。
上
西
門
院
の
衆
遠
藤
武
者
盛
遠
の
出
家
し
た
も
の
と

2
 

し
て
、
覚
一
本
で
は
敬
語
が
少
い
が
、
新
し
い
本
ー
特
に
時
房
本
に
至
っ
て
激
増
状
態
を
示
す
。
左
記
R
?
＠
は
「
六
代
」
の
章
段
に
お

•X 

（正）

「
鎌
倉
殴
」
と
な
っ
て
以
後
の
高
い
敬
語
減
少
例

＠

あ

り

し

c
 

⑭
 
R
 

〔
殿
上
閤
討
•
8
6
1
4
.
9
2
d

〕

6
 ，a〕

4
 

〔
上
6
4
.
1ー

3
 

8

8

 

〔
上
6
5
1
0
.
1
9
C

〕
〔
上
6
5
1
3
.
1
9
d

〗

3

ー

3

ー
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c
 

⑮ @ （イ）
け
る
そ
の
例
で
あ
る
。

@
1
1
1け
る
（
覚
葉
）
↓
ぬ
ら
さ
れ
（
時
流
）

I

ぬ
ら
し
け
る
（
正
）

R
懇
尉
げ
れ
（
覚
葉
）
↓
思
は
れ
（
時
流
正
）
〔
下
40013.792b
〕

c

見

え

約

引

mい
（
覚
葉
）
↓
給
は
ず
（
時
流
正
）
〔
下
40115.794b
〕

＠
見
え
切
（
覚
葉
）
↓
給
は
ず
（
時
流
正
）
〔
下
4
0
2
3
.
7
9
4
d
〕

〔
翌
同
じ
武
士
で
も
、
源
氏
の
敬
語
増
加
率
は
平
氏
の
そ
れ
よ
り
逢
か
に
著
し
い
が
、

に
敬
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
平
氏
で
も
、
刑
部
卿
ど
ま
り
の
忠
盛
等
は
覚
一
本
で
の
敬
語
が
少
い
為
、
新
し
い

本
で
は
源
氏
を
し
の
ぐ
程
の
増
加
率
を
示
す
。
勿
論
、
彼
の
敬
語
増
加
に
は
平
家
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
人
と
い
う
様
な
事
も
考
え
合
わ

さ
れ
る
が
、
そ
の
事
自
体
は
余
り
積
極
的
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
硯
に
そ
の
敬
語
増
加
も
、
左
記
〔
口
〕
項
の
如
く
せ
い
ぜ
い

「
ル
・
ラ
ル
・
給
フ
」
の
類
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
高
い
敬
語
の
増
補
は
、
諸
本
を
通
じ
て
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

〔
3
〕
身
分
本
位
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
の
敬
語
へ
と
い
う
傾
向
は
、
覚
一
本
}
葉
子
本
？
時
房
本
と
い
う
様
に
漸
次
進
ん
で
行
っ
た

ら
し
い
。
葉
子
本
は
覚
一
本
に
比
し
逢
か
に
そ
の
領
向
が
著
し
い
が
、
時
房
本
や
流
布
本
に
は
及
ば
な
い
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

3=1 
平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

〔
同
・
上

8
7
1
4
.
9
4
d
)

〔
殿
上
闇
討
・
上
8
4
7
.
8
8
b
〕

こ
れ
も
つ
ま
り
は
、
覚
一
本
に
お
い
て
平
氏

例
え
ば
忠
盛
の
場
合
を
見
て
も
、
左
記

S
団
の
如
く
覚
一
本
！
葉
子
本
の
敬
語
増
加
は
い
ず
れ
も
国
守
以
上
の
地
位
に
あ
る
例

で
あ
り
、
北
面
の
下
膜
だ
っ
た
頃
の
例
は
、
時
房
本
に
至
り
は
じ
め
て
敬
語
が
増
補
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

葉
子
本
に
お
け
る
敬
語
増
加
例

忠
盛

XI
（
覚
流
正
）

申
し
け
る

↓
朝
臣

（
葉
時
）

（
覚
）
↓
さ
れ
（
葉
時
流
正
）

申
す
（
覚
時
正
）

I
申
さ
れ
た
り
（
葉
流
）
〔
同
・
上

8
7
9
.
9
4
b
〕

〔
下
40012.792b〕

11 



〔

2
〕

〔

1
〕 五
ー

⑮

握

ら

れ

し

（
葉
時
流
正
）
〔
上

8
9
1
5
.
2
7
a
〕

R
 

〔上
9
0
6
.
2
7
d〕

R ①
 
R （口）

（
葉
時
流
正
）

時
房
本
に
お
け
る
敬
語
増
加
例

供
奉

Uiた
り
（
覚
葉
）
↓
せ
ら
れ

う
か
が
ひ
け
れ

申
ぃ
た
り
（
覚
葉
）
↓
さ
れ
（
時
流
正
）

.,．
,
9
 

も
て
な
し
け
れ

⑭
 〕
2
 
3
 

〔
の
敬
語
増
加
は
大
て
い
時
房
本
以
降
に
認
め
ら
れ
る
様
だ
が
、 詞

・
上

4
1
8
9
.
1
2
4
c

〗

〔
同
・
上

41814.125a
〕

（
覚
葉
）
↓
さ
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
上

41816.125b〕

ま
た
覚
一
本

t
葉
子
本
の
敬
語
増
加
は
、
前
記
頼
朝
や
清
盛
な
ど
身
分
の
高
い
人
の
場
合
に
多
く
、
文
覚
な
ど
身
分
の
低
い
人

に
お
い
て
、
清
盛
の
敬
語
が
よ
り
高
め
ら
れ
た
例
（
纏
）
の
一
部
で
あ
る
。

極
め
給
へ
り
（
覚
）
↓
さ
せ
給
（
葉
）
ー
至
り
（
時
流
正
）

（
党
）
ー
握
り
給
ふ

敬
語
異
同
と
人
物
批
評

こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
左
記
R
R
は
葉
子
本

崩
述
の
如
く
一
方
流
平
家
物
語
諸
本
の
敬
語
は
、
一
般
に
新
し
い
本
に
な
る
に
つ
れ
て
漸
次
増
加
傾
向
を
示
す
が
、
中
に
は
増
加

の
著
し
く
な
い
人
物
や
逆
に
減
少
傾
向
の
め
だ
つ
人
も
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
、
覚
一
本
な
ど
、
よ
り
古
い
一
方
流
本
の
敬
語
使
用
と
の
相

対
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
面
が
多
い
が
、
し
か
し
そ
の
背
後
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
の
人
物
批
判
が
窺
え
そ
う
な
気
も
す
る
。

さ
し
当
り
左
記
R
i
①
な
ど
清
盛
の
減
少
例
な
ど
は
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
そ
う
で
あ
る
。
硯
に
彼
の
減
少
例
は
「
禿
・
殿
下

乗
合
・
入
道
逝
去
」
等
々
、
内
容
的
に
見
て
も
批
判
意
識
の
感
じ
ら
れ
そ
う
な
章
段
に
多
い
。

（
覚
葉
）
↓
思
は
れ
（
時
流
正
）

⑪
失
せ
口
釦
（
覚
）
↓
給
ひ

（
時
流
）
ー
候
は
れ
（
正
）

〔
祇
園
女
御
・
上

4
1
7
7
.
1
2
2
c
〕

〔
鑢
・
上

8
9
3
.
2
5
c
〕
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〔

3
〕

平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

早
く
か
ら
そ
の
敬
語
使
用
に
反
映
し
た
と
言
え
よ
う
。

清
盛
公
（
覚
流
）
↓

x

〔
禿
・
上
9
0
9
.
5
5
6
b
〕

御
一
家
（
覚
葉
流
）
↓

x
（
時
正
）
〔
同
・
上
9
0
1
3
.
5
5
6
d
〕

六
波
羅
廊
（
覚
流
正
）
↓

x
（
葉
時
）
〔
同
・
上
9
1
1
3
.
5
5
8
b
〕

入
道
梱
園
（
覚
）
↓

x
（
葉
時
流
正
）
〔
殿
下
乗
合
・
上

11813.382c
〕

入
道
剛
（
覚
）
↓

x
（
葉
時
流
正
）
〔
同
・
上

11814.382d
〕

御
心
地
（
覚
葉
）
↓

x
（
時
流
正
）
〔
入
道
逝
去
・
上

4
0
7
7
.
9
2
6
d
〕

入
れ

triず
（
覚
葉
）
↓
ら
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
上
4079.927a
〕

な
り
給
ふ
（
覚
葉
）
ー
な
ら
れ
け
る
（
時
流
正
）
〔
同
・
上
仰

1
.
.
.
b
〕

誓
門
ば
（
覚
葉
）
↓
ぬ
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
上
4
1
0
1
.
9
3
1
b
〕

①

赴

剥

絢

5
（
覚
葉
）
↓
か
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
上
4
1
0
6
.
9
3
1
d
〕

臼
〕
な
お
重
盛
以
下
の
平
氏
一
門
は
、
覚
一
本
に
お
い
て
身
分
不
相
応
に
敬
語
が
多
用
さ
れ
る
故
、
彼
等
に
関
す
る
敬
語
減
は
余
り
気

に
な
ら
な
い
が
、
前
太
政
大
臣
清
盛
の
場
合
は
、
覚
一
本
の
敬
語
使
用
が
不
充
分
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
減
少
例
に
つ
い
て
は
積
極
的
な

意
味
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
清
盛
の
敬
語
の
不
充
分
さ
と
言
え
ば
、
身
分
か
ら
言
っ
て
も
実
力
か
ら
言
っ
て
も
並
ぶ
者
な
き
清
盛
で

あ
る
の
に
、
覚
一
本
に
お
け
る
高
い
敬
語
の
使
用
は
、
重
盛
以
下
の
一
族
に
比
し
進
か
に
少
い
。
清
盛
に
対
す
る
批
判
意
識
は
、
か
な
り

前
記
の
如
く
、
維
盛
・
資
盛
・
六
代
な
ど
も
忠
盛
に
比
す
れ
ば
や
は
り
増
加
が
少
い
。
む
し
ろ
下
記
（
〔
い
！
〔
註
〕
項
）
の
如

き
減
少
傾
向
が
め
だ
つ
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
は
清
盛
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
覚
一
本
で
過
分
の
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
故
、
そ

の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
是
正
と
い
う
感
が
深
い
。

① ⑭ R ① ⑥
 
＠ c
 

⑭ ＠
 

（
葉
時
正
）
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一
方
、
維
盛
に
つ
い
て
は
、
平
氏
の
嫡
男
で
あ
り
乍
ら
一
門
と
運
命
を
共
に
し
な
か
っ
た
為
、
評
価
が
下
落
し
た
と
い
う
様
な
事
も
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
右
記
＠
の
例
は
別
と
し
て
、
⑮
◎
の
例
は
、
覚
一
本
に
お
け
る
高
い
敬
語
「
サ
セ
給
フ
・
思
シ
メ
ス
」
の

類
が
、
三
位
中
将
に
は
や
や
過
分
な
様
で
あ
る
。
一
お
う
行
苔
す
ぎ
た
敬
語
の
是
正
と
見
な
し
た
い
。

位
〕
と
も
あ
れ
平
家
の
公
逹
に
関
す
る
敬
語
減
少
は
、
そ
の
様
な
消
栢
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
場
合
が
多
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

う
言
え
ば
維
盛
の
子
六
代
に
お
い
て
も
、
左
記
R
⑮
の
如
く
高
い
敬
語
の
減
少
例
が
め
だ
つ
が
、
彼
に
関
し
て
は
そ
の
殊
勝
な
態
度
に
対

す
る
同
情
の
念
こ
そ
あ
れ
、
批
判
意
識
が
生
じ
た
と
い
う
様
な
事
は
、
ち
ょ
っ
と
想
像
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

③

成

い

5
給
ひ
（
覚
葉
流
正
）
↓
り
（
時
）
〔
六
代
・
下
4
0
3
3
.
7
9
6
c
〕

て
「
卿
」
が
と
り
外
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
無
文
・
上
2
4
6
1
3
.
3
6
a
〕

〔
維
盛
入
水
・
下
2817.530a
〕

＠
思
ひ
続
け
ら
れ
給
へ
ば
（
覚
葉
）
↓
は
れ
け
れ
（
流
正
）
・
ひ
け
れ
（
時
）
〔
同
・
下
28111.531b
〕

〕
先
ず
資
盛
の
例
ー
そ
の
前
者
（
「
殿
下
乗
合
」
の
例
）
は
、
越
前
守
だ
っ
た
資
盛
が
摂
政
殿
下
藤
原
基
房
の
行
列
に
無
礼
を
働
き

ーー3
 

恥
辱
を
与
え
ら
れ
る
場
面
で
あ
り
、
ま
た
後
者

（
新
三
位
中
将
）

が
ヽ

は
、
豊
後
の
緒
方
―
―
一
郎
の
謀
反
に
対
し
説
得
に
出
か
け
た
資
盛

「
ど
う
せ
大
し
た
事
は
で
き
ま
い
」
と
侮
ら
れ
て
追
い
返
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
宿
四
れ
も
そ
の
行
動
批
判
か
ら
し

c
 

（
覚
葉
）
↓
思
ひ

⑮ （口）

維
盛
の
敬
語
減
少
例

出
で
さ
せ
給
ひ
た
り
け
る

'
,
'
,
＇
,
'
.
,
＇
,
.
 

思
し
め
し
返
し

@ （イ） F 

翌
資
盛
の
敬
語
減
少
例

資
盛
卿
（
覚
正
）
↓

x

尤
も
、
左
記

S
回
な
ど
資
盛
や
維
盛
の
減
少
例
に
つ
い
て
は
、
或
種
の
批
判
意
識
が
想
定
さ
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

（
葉
時
流
）

（
覚
）
↓
た
た
れ
（
葉
時
流
正
）

（
時
流
正
）（

「
太
宰
府
落
」
の
例
）

〔
殿
下
乗
合
・
上

1
1
7
5
.
3
7
9
C
〕
〔
太
宰
府
落
・
下
1
3
2
5
.
6
8
5
b
〕
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平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

味
も
あ
っ
て
か
、
積
極
的
な
批
判
は
憚
か
ら
れ
た
ら
し
く
、

一
般
的
な
敬
語
の
減
少
は
め
だ
た
な
い
の
で
あ
る
。

（葉）

〔
六
代
被
斬
・
下
4177
〕

＠

都

へ

入

ら

せ

給

ひ

〔

同

・

下

4177
〕

臼
〕
頼
朝
の
人
気
と
言
え
ば
、
彼
の
場
合
は
一
般
的
な
敬
語
（
高
い
敬
語
で
な
く
）
の
増
加
現
象
も
、
概
ね
葉
子
本
・
時
房
本
あ
た
り

で
止
ま
っ
て
し
ま
う
領
向
に
あ
り
、
各
本
に
わ
た
っ
て
増
加
の
め
だ
つ
義
経
と
は
異
な
る
。
尤
も
、
彼
は
幕
府
の
創
始
者
と
い
う
様
な
意

（覚）

c
 大
仏
殿
へ
参
ら
せ
給
ひ
（
覚
）

⑮ 

ー
と
遊
ば
し
て
御
判
あ
り
（
覚
時
流
正
）
↓

x

R
御
覧
ず
れ
ば
（
覚
葉
）
ー
見
給
へ
ば
（
時
流
正
）

〔
河
原
合
戦
・
下
1724
．
叫

a
〕

〔
六
代
・
下
40512.801d
〕

〕

4

0

 

9
8
.
8
d
 

3

7

 

〔
同
・
下

身
分
の
低
い
人
に
敬
語
増
加
が
著
し
い
と
い
う
事
は
、
源
氏
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
源
二
位
頼
朝
等
よ
り
も
、
身
分
の
低
い

義
経
や
頼
政
父
子
・
範
頼
等
の
増
加
が
著
し
い
が
、

こ
れ
も
つ
ま
り
は
覚
一
本
の
敬
語
使
用
が
少
な
か
っ
た
事
を
意
味
す
る
。
更
に
渡
辺

党
や
佐
々
木
高
綱
等
の
場
合
は
、
新
し
い
本
で
も
そ
れ
程
敬
語
が
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
覚
一
本
の
敬
語
が
殆
ん
ど
な
い
だ
け
に
増
加

頼
朝
に
つ
い
て
は
或
程
度
前
述
し
た
が
、
身
分
も
高
く
政
治
的
権
力
者
で
も
あ
る
為
、
覚
一
本
を
含
め
て
諸
本
と
も
敬
語
が
多

用
さ
れ
る
。
特
に
覚
一
本
で
高
い
敬
語
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
源
氏
で
は
彼
一
人
と
い
う
状
態
で
あ
る
が
、
唯
そ
の
高
い
敬
語
は
左
記
＠

ー
＠
の
如
く
、
新
し
い
本
に
な
る
に
従
い
減
少
傾
向
が
著
し
い
。
そ
の
点
、
高
い
敬
語
の
増
加
す
る
義
経
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
敢
え
て

頼
朝
嫌
い
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、
義
経
等
と
異
な
り
、
人
気
が
下
降
気
味
だ
っ
た
事
の
反
映
と
言
え
よ
う
か
。

次
は
頼
朝
に
関
す
る
高
い
敬
語
の
減
少
例
で
あ
る
。
c
⑥
の
例
は
葉
子
本
以
下
諸
本
に
そ
の
詞
章
が
な
い
為
、
具
体
的
な
比
較
は
で
き

な
い
が
、
或
意
味
で
は
や
は
り
高
い
敬
語
の
減
少
例
と
見
な
し
得
る
。

〔

5
〕

率
は
抜
群
と
な
る
。

〔

4
〕

⑮ 

ま
し
ま
す
（
覚
葉
）
ー
お
は
す
（
時
）

•
お
は
し
け
れ
（
流
正
）

15 



次
は
「
河
原
合
戦
」

（
右
記
第
二
段
）
及
び
「
判
官
都
落
」

（
第
三
段
）
に
お
け
る
義
経
の
敬
語
増
加
例
で
あ
る
。

c
 

〕
ー6
 

〔
わ
ゆ
る
第
一
段
ー
の
部
分
は
そ
れ
が
少
い
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
概
ね
頼
朝
の
代
官
と
し
て
の
記
録
的
な
文
で
あ
り
、
描
写
も
全
体
的
に

簡
略
で
あ
る
。
批
判
と
か
何
と
か
言
う
様
な
事
を
考
え
る
必
要
は
な
い
。

紐
〕
更
に
立
ち
入
っ
て
彼
の
敬
語
増
加
は
、
鈴
木
氏
の
い
わ
ゆ
る
第
二
段
（
戦
斗
場
面
）
の
み
な
ら
ず
、
第
三
段
（
戦
後
）

い
。
右
記
高
い
敬
語
の
例
R
の
「
キ
コ
シ
メ
ス
」
は
巻
十
二
で
あ
る
し
、
そ
の
他
、
巻
十
一

な
ど
敬
語
増
の
著
し
い
章
段
が
、
第
三
段
に
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
段
が
そ
の
勇
ま
し
さ
積
極
性
を
評
価
さ
れ
た
の

に
対
し
、
第
三
段
の
場
合
は
、
敵
に
も
情
を
か
け
る
人
が
ら
や
そ
の
悲
運
が
同
情
を
ひ
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

「
内
侍
所
都
入
」
や
巻
十
二
「
判
官
都
落
」

⑮ 

お
は
し
け
る
（
覚
時
正
）
↓
ま
し
ま
し

と
り
上
げ

xf
（
覚
葉
）
↓
さ
せ
給
ひ
て

（
葉
流
）

R
 

〔
土
佐
坊
被
斬
・
下
3
8
6
3
.
7
9
d
〕

〔
法
伍
寺
合
戦
・
下

1
6
1
4
.
9
9
4
d
〕

（
時
流
正
）
〔
老
馬
・
下
1
9
9
8
.
2
7
5
b
〕

所
で
彼
の
敬
語
増
加
は
一
般
に
、
そ
の
本
領
た
る
戦
斗
場
面
に
著
し
く
、
上
洛
ま
で
ー
鈴
木
則
郎
氏
（
「
文
芸
研
究
』

56)
の
い

聞
含
給
ひ

（
覚
葉
）

1

含
こ
し
め
し
て

（
時
流
正
）

義
経
に
対
す
る
高
い
敬
語
の
増
補
例

高
い
敬
語
の
増
補
は
、

こ
の
例
以
外
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

の
例
の
「
マ
シ
マ
ス
」
は
、

さ
し
当
り
R
の
例
の
「
聞
シ
メ
ス
」
等
は
、
諸
本
を
通
じ
極
ね
皇
族
や
摂
政
を
原
則
と
す
る
最
高
敬
語
で
あ
る
点
興
味
深
い
。
な
お
⑮

一
お
う
義
経
と
範
頼
の
両
人
を
主
語
と
す
る
が
、
敬
意
の
中
心
は
あ
く
ま
で
義
経
だ
ろ
う
。
範
頼
に
対
す
る

あ
り
、
そ
の
最
期
も
同
情
の
ま
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

義
経
は
前
述
の
如
く
敬
語
増
加
が
著
し
い
。
特
に
左
記
の
例
＠

l
c
の
如
き
高
い
敬
語
の
増
補
は
頼
朝
と
対
照
的
で
あ
っ
て
注

目
を
ひ
く
。
判
官
び
い
き
と
い
う
積
極
的
な
人
気
上
昇
を
反
映
す
る
の
だ
ろ
う
。
戦
に
強
く
人
情
に
も
ろ
い
と
い
う
大
衆
好
み
の
英
堆
て

〔

6
〕

で
も
著
し

16 
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（
覚
葉
）
↓
さ
れ
（
時
流
正
）

〔
河
原
合
戦
・
下
17414
．
碑

c
〕

九
郎
義
経
（
覚
葉
）
ー
大
将
軍
九
郎
御
曹
子
（
時
流
正
）
〔
同
・
下
訟

1
6
.
1
0
0
d
〕

5
 
0
0
b〕

4
 
7
2
.
 

ー
下

ー

申
い
け
れ
（
覚
）
↓
さ
れ
た
り
（
時
流
）
ー
言
ひ
入
れ
ら
れ
た
り
（
正
）
〔
同
・

義
経
（
覚
）
ー
御
曹
子
（
葉
時
流
正
）
〔
同
・
下
訳

9
.
1
0
0
a
〕

奏
聞

uiけ
る
（
覚
葉
）
↓
せ
ら
れ
（
時
流
正
）
〔
判
官
都
落
・
下
39010.370d
〕

喜
ん
で
（
覚
葉
）
ー
喜
ば
れ
け
る
（
時
流
正
）
〔
同
・
下
3
9
1
8
.
3
7
3
a
〕

具

Uiた
り
（
覚
葉
）
↓
せ
ら
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
下
39112.373c
〕

捨
て
お
酎
た
り
（
覚
葉
）
↓
か
れ
（
時
流
正
）
〔
同
・
下
39112.373c
〕

〔
7
〕
一
方
、
頼
政
の
場
合
も
敬
語
増
加
が
著
し
く
、
特
に
敬
語
減
少
例
が
少
い
点
な
ど
注
意
を
ひ
く
。
頼
朝
等
に
比
べ
て
覚
一
本
の

敬
語
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
事
の
他
、
文
武
両
道
に
秀
で
た
老
雄
と
し
て
の
評
価
等
も
或
程
度
う
か
が
え
よ
う
か
。
た
だ
し
そ
れ
は
あ
く

ま
で
消
極
的
な
評
価
で
あ
り
、
義
経
の
如
き
積
極
的
な
人
気
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
現
に
、
義
経
と
異
な
り
高
い
敬
語
の
増
補
は
諸
本
を

通
じ
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
三
位
と
い
う
頼
政
の
身
分
が
義
経
よ
り
造
か
に
高
い
事
は
言
を
ま
つ
ま
い
。

〔

3
な
お
右
記
高
い
敬
語
が
無
い
事
に
つ
い
て
は
、
「
我
身
三
位
し
て
・
・
・
さ
て
も
お
は
し
ぬ
べ
き
人
の
由
な
き
謀
反
お
こ
し
て
官
を

も
失
ひ
参
ら
せ
我
身
も
子
孫
も
亡
び
ぬ
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
」
（
覚
上
3
2
8
8
)

あ
れ
本
稿
で
は
、
高
い
敬
語
の
無
い
事
を
、

事
な
ど
思
い
合
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
。

積
極
的
な
人
気
が
な
か
っ
た
だ
け
の
話
と
考
え
た
い
。

左
記
R
⑮
は
時
房
本
に
お
け
る
頼
政
の
敬
語
増
加
例
で
あ
る
。

3
 
2
6
c〕

，
 

R

候

5
げ
る
（
覚
葉
）
↓
は
れ
（
時
流
正
）
〔
源
氏
揃
・
上

7
6
.

2

ー

R
 

⑮ ① ⑥
 
＠
 
c ⑥ ＠ 

.,＇，. 

申
し
け
る

一
般
的
な
敬
語
減
少
が
め
だ
た
な
い

と
い
う
様
な
批
判
等
も
考
え
合
わ
さ
れ
そ
う
だ
が
、
と
も

17 



2
 

2
.
6
d〕

7
 

〔
同
・
下
77
4
 

〔
実
盛
最
期
・
下
8
1
4
.
2
b
〕

4
 

①

見

給

へ

ば

笈
〕
ま
た
「
木
曽
最
期
」
の
章
段
も
左
記
③
ー
＠
の
如
き
敬
語
増
加
が
著
し
い
が
、
落
ち
め
の
朝
敵
の
身
と
い
う
様
な
関
係
か
ら

か
、
右
記
「
倶
利
伽
羅
落
」
等
諸
章
段

(

[

5

]

項）

⑥
 

と
異
な
り
、
覚
一
本
で
の
非
敬
語
形
が
め
だ
っ
。
次
の
敬
梧
増
加
例
も
「
倶
利
伽

（
覚
葉
時
正
）
ー
御
覧
ず
れ
ば
（
流
）

⑪
 
木
曽

xl
（
覚
葉
時
）
↓
殿
（
流
正
）

と
き
を
作
酎
（
覚
葉
時
）
↓
り
給
ふ

〔
篠
原
合
戦
・
下
7
7
2
.
7
6
2
d
)

（流）

（
正
）
ー
向
は
れ
け
る

◎
渡
し
け
り
（
覚
葉
）
ー
渡
す
（
時
）

•
渡
い
て
見
給
へ
ば
（
流
正
）

⑮ R
 す
る
（
覚
葉
時
正
）
ー
し
給
ひ
け
る

追
入
れ
幻
い
[
(
覚
葉
）
↓
ら
る
（
時
正
）

同
自
体
の
少
い
傍
流
人
物
と
も
異
な
る
。
培
加
・
減
少
と
も
に
著
し
く
、
毀
誉
褒
貶
の
落
差
の
著
し
か
っ
た
人
物
像
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
が
あ
る
。

ー
．
〕
章
段
に
よ
り
彼
の
待
遇
差
が
甚
し
い
と
い
う
事
は
、
従
来
か
ら
説
か
れ
た
如
く
覚
一
本
で
も
既
に
認
め
ら
れ
る
所
だ
が
、
そ
の

8
 

傾
向
は
新
し
い
本
に
お
い
て
ま
す
ま
す
著
し
く
な
る
。

丘
〕
即
ち
そ
の
敬
語
増
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
「
木
曽
願
書
・
倶
利
伽
羅
落
・
篠
原
合
戦
・
実
盛
最
期
」
の
如
き
合
戦
場
面
や
木
曽

最
期
」
等
に
め
た
つ
。
特
に
破
竹
の
勢
の
「
倶
利
伽
羅
落
・
篠
原
合
戦
・
実
盛
最
期
」
等
の
章
段
は
覚
一
本
で
も
敬
語
形
が
多
い
が
、
更

に
は
そ
の
非
敬
語
形
も
、
新
し
い
本
で
は
左
記

R
l①
の
如
く
殆
ん
ど
敬
語
形
と
な
る
。
と
り
わ
け
①
の
例
の
如
き
高
い
敬
語
の
増
補

は
、
か
か
る
合
戦
物
以
外
の
章
段
で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

〔

8
〕

⑮ 

1
,
＇ 

申
し
け
る

（流）

（
覚
葉
）
↓
さ
れ
（
時
流
正
）

3
 
6
c
〕

，
 2 

7
7
.
 

2
 

〔
同
•
上

ー

源
氏
の
中
で
は
義
仲
も
敬
語
増
加
の
少
い
人
物
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
前
記
頼
朝
の
如
き
高
位
安
定
で
も
な
く
、
ま
た
詞
章
異

・
ら
れ
た
り
（
流
）

〔
倶
利
伽
羅
落
・
下
7
5
1
.
9
5
5
a
〕

〔
同
・
下
7
5
2
.
9
5
5
b
〕

〔
同
・
下
7
5
3
.
9
5
5
c
)

〔
鶴
・
上
3
2
5
9
.
1
1
0
b〕
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平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

六
、
お
わ
り
に
ー
問
題
点

は
「
法
住
寺
合
戦
」
よ
り
後
の
事
実
（
『
玉
葉
』
寿
永
二
年
十
二
月
二
日
等
）
で
あ
る
故
、

「
法
住
寺
合
戦
」
に
準
ず
る
待
遇
表
現
に
な
っ
た

も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
行
家
と
の
仲
違
い
や
平
氏
に
敗
れ
た
戦
で
あ
る
事
な
ど
も
、
或
程
度
関
係
す
る
の
か
。

同
じ
く
敬
語
形
の
稀
な
章
段
で
も
、
「
隧
合
戦
（
巻
七
）
」
あ
た
り
以
前
の
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
記
録
的
な
面
が
多
く
、
全
般

ー
〔

3
〕
8
 

的
に
記
述
も
簡
単
で
あ
る
故
、
余
り
積
極
的
な
意
味
を
考
え
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
「
北
国
下
向
」
な
ど
の
場
合
は
、

朝
と
不
和
の
由
」
と
い
う
事
が
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
敬
語
形
の
稀
な
章
段
の
中
、

進
み
け
れ
（
覚
）
I
進
ん
だ
る
（
葉
）
I
進
み
給
ふ

木
曽

xi
（
覚
葉
）
↓
殿
（
時
流
正
）
〔
同
・
下
17712.438b
〕

＠

木

曽

xi
（
覚
）
↓
殿
（
葉
時
流
正
）
〔
同
・
下
1
8
0
9
.
4
4
4
a
〕

贔
〕
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
武
骨
さ
を
卑
し
め
ら
れ
る
「
猫
間
」
や
、

り
行
く
章
段
で
は
、
右
記
「
木
曽
最
期
」
の
例
を
除
ぎ
殆
ん
ど
増
加
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
章
段
で
は
覚
一
本
で
も
大
て
い
非
敬

語
形
を
と
る
わ
け
だ
が
、
或
程
度
存
し
て
い
た
敬
語
形
も
新
し
い
本
で
は
、
左
記
R
⑮
の
如
く
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

胃
け
る
（
覚
）
↓
言
ひ
（
葉
時
流
正
）
〔
猫
間
・
下
凶

2
．
呼
〕

（
時
流
正
）
〔
室
山
合
戦
・
下
1
4
9
6
.
6
0
8
b
〕

「
室
山
合
戦
」
の
場
合
は
現
存
諸
本
で
は
「
鼓
判
官
」
の
章
段
よ
り
前
に
お
か
れ
る
が
、
時
期
的
に

⑮ 

木
曽
鯛
（
覚
）
↓

x

R
 

c
 

⑮ ＠ 

（
時
流
正
）

羅
落
」
等
の
場
合
と
異
な
り
、
同
情
票
的
な
面
が
強
い
の
だ
ろ
う
。

落
行
対
（
覚
葉
）
↓
き
給
ふ

「頼

「
鼓
判
官
」
あ
た
り
以
下
、
都
で
狼
藉
に
及
び
朝
敵
の
身
と
な

〔
木
曽
最
期
・
下
17614.436d
〕

（
時
流
正
）
〔
同
・
下
17716.438d
〕
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も
、
＠

i
cな
ど
目
下
の
者
に
対
す
る
時
は
概
ね
敬
語
形
を
と
る
が
、
＠
の
神
仏
に
対
す
る
時
は
非
敬
語
形
に
な
っ
て
い
る
。

7
 

（
覚
明
が
）
木
曽
殿
の
御
前
に
畏
っ
て
〔
下
7
0
2
.
1
4
b〕

ー

6
 

木
曽
殿
国
の
案
内
者
を
召
し
て
〔
下
6
9
9
.
1
4
d〕

ー

（
家
来
達
に
）
宣
ひ
け
る
〔
下
6
8
8
.
1
4
b〕

c
 

(6) ＠ 

以
上
、

一
方
流
平
家
物
語
諸
本
の
敬
語
異
同
に
関
し
、
八
身
分
の
敬
語
か
ら
人
物
本
位
の
敬
語
へ
＞
と
い
う
観
点
を
中
心
に
考

（
身
分
と
は
別
）

察
を
試
み
た
が
、
問
題
は
必
ず
し
も
簡
単
で
は
な
い
。
さ
し
当
り
八
人
物
＞
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
政
治
的
実
力

の
類
と
大
衆
的
な
評
価
と
が
異
質
で
あ
る
事
な
ど
言
を
ま
つ
ま
い
。
そ
こ
で
は
人
が
ら
と
か
そ
の
人
の
運
命
な
ど
人
気
の
要
因
と
な
る
様

な
も
の
を
子
細
に
分
析
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

更
に
は
八
同
じ
人
物
で
も
場
面
に
よ
っ
て
待
遇
度
が
異
な
る
》
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
左
記

S
？
困
の
如
く
い
ろ
ん
な
観

S
個
別
的
な
行
動
批
判
回
そ
の
記
述
に
関
連
す
べ
き
他
の
人
物
と
の
相
対
的
関
係

⇔
そ
れ
に
関
連
し
て
単
な
る
記
録
的
な
文
章
か
否
か
困
純
粋
な
文
体
綸
的
観
点
等
々
。

右
記

S
ゃ
⇔
の
面
に
つ
い
て
は
、
義
仲
の
敬
語
に
関
連
し
て
或
程
度
述
べ
た
事
が
あ
る
し
、
り
に
関
係
す
る
考
え
方
も
し
ば
し
ば
示
し

て
き
た
。

I
例
え
ば
頼
政
に
高
い
敬
語
が
な
い
事
な
ど
。

な
お
団
の
問
題
は
、
匝
則
と
し
て
地
の
文
で
は
余
り
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
近
く
に
い
る
人

等
と
の
相
対
的
関
係
が
し
ば
し
ば
影
聾
し
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
義
仲
の
敬
語
が
合
戦
場
面
で
高
い
の
は
、
戦
斗
か
彼
の
本
領
で
あ
る
為

と
も
言
え
る
が
、
ま
た
戦
場
で
は
彼
が
大
将
軍
で
あ
る
と
い
う
様
な
事
も
考
え
合
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
都
に
入
る
と
、
皇
族
や
公

卿
等
周
囲
の
人
は
殆
ん
ど
彼
よ
り
上
位
者
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
左
記
「
木
曽
願
書
」
に
お
け
る
義
仲
の
待
遇
度
を
見
て

点
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔

2
〕

〔

1
〕

り
話
の
流
れ
に
お
け
る
中
心
的
人
物
か
否
か
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平
家
物
語
の
敬
語
表
現
（
奥
村
）

の
課
題
と
し
た
い
。

〔

3
〕

c
 

⑮ ＠
 

大
菩
薩
の
御
宝
殿
に
こ
そ
納
め
け
れ
〔
下
7
1
1
4
.
1
5
0
d〕

固
の
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
左
記
⑧
⑮
の
例
は
義
仲
か
ら
巴
に
対
す
る
会
話
の
中
で
、
世
間
の
人
々
の
言
葉
を
予
想
し
て
引
用
し
た
も

の
だ
が
、
覚
一
本
等
は
直
接
話
法
的
文
体
・
正
節
等
は
間
接
話
法
的
文
体
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
c
の
例
は
今
井
四
郎
か

9
義
仲
へ
の
会
話
だ
が
、
葉
子
本
以
下
諸
本
の
場
合
は
、
そ
の
敬
語
を
す
ぐ
下
の
文
「
討
た
れ
さ
せ
給
ひ

の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑪
 

木
曽
殿
（
覚
）
ー
木
曽
（
葉
）

〔
同
右
〕

・
義
仲
（
時
流
正
）

具
せ
ら
れ
（
覚
葉
）
ー
具
し
（
時
流
正
）

組
み
落
さ
れ
さ
せ
給
ひ
て
（
覚
）
↓
て
（
葉
時
流
正
）

0

3

 

8
7
.
4
d
 

1

4

 

〔
同
・
下

し
か
し
そ
れ
ら
の
詳
細
は
、
詞
章
異
同
と
音
楽
性
と
の
関
係
や
、
諸
本
の
性
格
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
問
題
と
共
に
、
今
後

筆
者
は
「
平
曲
譜
本
の
研
究
」
に
関
し
て
、
昭
和
4
9
!
5
2
年
度
文
部
省
よ
り
科
学
研
究
費
助
成
金
（
一
般
研
究
）
を
う
け
た
が
、
本
稿
の
内
容
は

そ
れ
に
負
う
所
が
大
き
い
。

〔
木
曽
最
期
・
下
1
7
9
1
.
4
4
0
c
u

正
節
は
「
頭
取
ら
）
」
に
含
ま
せ
た

（
れ
さ
せ
給
び
」
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